
日本学術会議 

若手アカデミー 全体会議 (第 25期・第 4回) 

議事要旨 

 

日 時  令和 5年７月２日（日）10：00～12：00 

会 場  日本学術会議・オンラインハイブリッド会議 

出 席 者  現地参加：石川，岩崎，近藤，小野，加藤，寺田，木村，小森，前川，安

田，松中，高田，平田，高瀨，標葉，實藤，田井，田中，望月副会長，日

本学術会議事務局 

オンライン参加：森，新宅，川口，南澤，遠藤（求），入江，上村，中西，

山田，高槻，新福，富永，遠藤（良），遠野，笠井，岸村，岩永，中島，土

屋，武田，藤岡，江端 

議  事  
（１）副会長・事務局の挨拶と新メンバーの紹介 

望月副会長、事務局からの挨拶を行った。1月に特任連携会員として加わった江端委員

の自己紹介を行った。 

 
（２）若手アカデミー見解案に関する議論 

若手アカデミーの各分科会の議論を統合した若手アカデミー見解案「2040 年の科学・

学術と社会を見据えて取り組むべき 10の課題～イノベーション・越境研究・地域連携・

国際連携・人材育成・研究環境～」の内容について，岩崎代表より説明があった。査読

への対応を各分科会委員長に依頼した。 

若手アカデミー見解案「イノベーション人材の育成を促進する中長期的モデリング戦

略」の内容について高瀬委員より説明があった。引き続き査読対応を進めていく予定で

ある。 

 
（３）学術フォーラムに関する打ち合わせ 
  午後から開催される学術フォーラム「2040 年の科学・学術と社会を見据えて取り組む

べき 10 の課題～イノベーション・越境研究・地域連携・国際連携・人材育成・研究環

境～」の流れと内容についての説明と確認を行った。 
 
（４）各分科会からの活動進捗報告 
  各分科会委員長が活動進捗報告を行った。 
 



（５）9 月に広島で開催される全体会議 
  9 月 22 日金曜日のシンポジウムと 23 日に行われる 25 期総まとめ、26 期への引継ぎ

のための全体会議についての説明を新福委員が行った。 
 
（６）その他 
  近藤委員から 8 月 8 日に開催される RA 協議会における URA との意見交換のセッシ

ョンの紹介があった。 
 
 


